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14. 日本小児科学会 小児診療初期対応14. 日本小児科学会 小児診療初期対応
　  （Japan 　  （Japan Pediatric Life Support：JPLS）コースPediatric Life Support：JPLS）コース

9 月 7 日（土）9:00 ～ 17:00
JPLS サテライト会場 （4F 展示場 - 飛騨地域地場産業振興センター）

主催：日本小児科学会

小児診療初期対応（JPLS）コース

小児科専門医（新制度）更新単位 ⅲ） 小児科領域：3 単位（事前・事後を含む全過程修了必須）

小児診療初期対応（JPLS）コースは、「防ぎうる心停止から子どもたちを守る」ことを目的として、
日常診療での危険の認知と早期対応を実践形式で学ぶ、日本小児科学会の研修コースです。当日の
設定は、私たちの日常の夜間急病診療所や小児科外来で、日常から突然遭遇する重篤小児まで、明
日から使える内容となっています。（2 日目午前のこのコースに関連する拡大ワークショプは、日本
小児科学会会員以外の医師や看護師も参加できます。）

詳細と申込みは、下記の日本小児科学会 Web サイトをご覧ください。
https://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=221

申し込み期間：2024 年 5 月初旬～ 6 月 7 日（金）
募集人数：12 名
当日参加：不可
参加費：20,000 円（教材・昼食代込）
募集対象：日本小児科学会会員の小児科医（経験年数や勤務施設は問いません）

※  JPLS コースのみ参加の方は、第 33 回日本外来小児科学会年次集会の参加登録は不要です。




